
春到来
十勝にも春がやってきましたＯ(≧▽≦)Ｏ
牛たちも春の暖かさを感じているようで
先日牛たちのブラッシングをしてみると……

写真のように、こんなに冬毛が取れました。
牛さんたちもすっきり～（^∇^）

繁殖義塾の卒業式
ET 研究所では3 月末日、繁殖義塾の卒業式
が行われました*:･ ﾟ＼( ﾟ▽ﾟ*)
卒業するのは、繁殖技術研修生3 名。
繁殖義塾が士幌町に誕生してから、初めての
卒業生です。
式典は、所長の挨拶から始まりました。

一つひとつの言葉に所長の卒業生に向けた思
いが込められており、研修生一同しっかりとそ
の思いを受け取っている様子でした。

送辞は2 期生のMくん、答辞は義塾開所式で

九州分場開設!
はじめまして！「 ET研
究所九州分場」です。
そう、ついに待望の九州
拠点が福岡県に誕生し
ました！

九州分場は他の本場、
分場と異なり、こんな
立派なビルの7階に開
設したのです（￣＾￣）

そう、ふつうのオフィス
です。
え？牛は？牛舎は？と
思われた事でしょう。
なんと九州分場には牛
はいません！

キックオフ会議
4月末、ET研究所のキックオフ会議が行われま
した。毎年、この時期に行われる大切なイベント
の１つです(￣0￣; )
受精卵の生産事業から研究開発まで、丸一日か
けてじっくり話し合われました。
会場はET研究所を飛び出し……

新入生！
繁殖技術研修生4名が新しくET研究所に入っ
てくれました *:・゚ ＼(⌒▽⌒)

研修生は、採卵を行う供卵牛チーム、移植を行
う受卵牛チーム、農家採卵や十勝新ET 分場に
同行する義塾チームの計3チームに分かれて研
修を行っています(￣Д￣)ﾉ

このうち今日は、供卵牛チームに配属された新
入生2名の様子をパシャリ。
この時は、研修生2年目の先輩に発情兆候観察
を教えてもらっていました（^∇^）

ET研の「いま」が分かる「全農ET研ブログ」はコチラ http://etken-blog.lekumo.biz/et/
※編集の都合上、ブログと表記や写真等が異なる場合がございます

ＥＴ技術を活用して、優良和牛素牛、優良和牛繁殖牛の増産や、乳牛の後継牛確保・改良の研究を行う「JA全農ET研究所（ET研）」。そのET研が発信しているブログから、皆さまに役立つ情報を紹介していきます！

も挨拶してくれたKくんが担当してくれました。
どちらもとても頼もしく立派で、これからの卒
業生・研修生の活躍を期待させてくれる素晴
らしいものでした(o^-')b

卒業生たちには、職員一同から
お祝いの気持ちを込めて卒業
証書授与と記念品の贈呈をしま
した★

ある先輩職員からは、一人ひと
りにお花をプレゼント。卒業生
への愛が詰まった贈り物の数々
でした。最後に集合写真を撮っ
て式典は終了。とても良い式で
した。

ET 研究所一同、卒業生の活躍
を応援しています（≧□≦）

これからも日本の牛の生産性向
上を一緒に目指していきましょう！

じゃあ何やってるの？という声が聞こえそうで
すが、福岡はあくまで拠点であり、普段はここ
から九州各地（たまに中四国や沖縄）へ赴いて
ETや採卵などの業務を行っております
((o(^-^)o))

実は福岡での稼働は数年前から実施していまし
た。ただこれまでは一般の全農職員として現場
で働いていたのですd( ￣ ￣ )

そこから数年、ようやくET 研職員として九州の
地で働く事ができるようになりました。
つまり拠点としての頑張りが認められた瞬間でも
あります。

生まれたての九州分場をこれからよろしくお願い
いたします(＋´∀` )

写真のような会議室を借りての開催でした。
ET 研究所の分場をはじめ、全農の他研究所、
全農本所の関係者の方 が々ずらりと並びます。
そのため私は少し緊張してしまいましたが、盛
りだくさんな一日でたいへん勉強になり、2018
年度も頑張ろう！と改めて感じました。
これからもET 研究所の研究にご期待ください

（￣∇￣+）

（あの牛乗られそうだね）
（ばっちり！）

……といったように、先輩にしっかり教えても
らっていました。

研修は始まったばかり。
ET 研一同、皆さんが来てくれて、とても嬉し
いです。身体に気をつけつつ、一緒に頑張って
いきましょう★
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